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論 文 内 容 の 要 旨
アレルギー現象は血清抗体の関与する即時型アレルギーと細胞抗体なるものが関与していると考えられ
る遅延型アレルギーの二種類によって成立すると言うのが今日の免疫学の通説である｡
近年の免疫学の進歩は, 即時型アレルギー, 血清抗体に関しては, 抗体の分子構造に至るまでほぼ明ら






実験動物としては, 細胞抗体, 血清抗体ともに良好な産生能を有する動物種であるウサギを用い, 細胞
抗体の検索方法としては抗原の皮内投与後の遅延型皮膚反応の有無, 血清抗体には invitro における沈
降反応並びに凝集抗体の測定方法を用いた｡
第 1篇において行なった実験成績は, 抗原としては BCG死菌を用い, BCG死菌を Freundの adju･
vantの typeで投与すると, 細胞抗体によるツベルクリン反応は陽性となり, 血清に沈降凝集抗体が出
現するが, 感作の成立したウサギにBCG死菌を静注投与すると, ツベルクリン･ アレルギーは一時的に
消失せしめられた｡ また adjuvantを用いての感作前に BCG死菌を静注投与しても, ツベルクリン･ ア
レルギーの成立が著しく抑制遅延される事実が認められた｡ これらのいずれの場合においても結核血清抗
体には全く何ら影響, 変動, 差異も認められなかった｡
第2篇において報告した成績は, 抗原としては 01dTuberculin, 牛血清アルブミン (BSA)および牛



















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
免疫学の進歩により, 即時型アレルギーに関しては分子生物学のレベルで論じ得るに至ったが, 一方遅
延型アレルギー (｢遅ア｣)のメカニズムについてはほとんど何も判っていない｡ Uhr等は ｢遅ア｣ の抗
体は血中抗体産生の前段階として発生してくるものであり, 従ってこれら両型の ｢ア｣ は一元的なメカニ
ズムに帰せしめ得ると提唱した｡




作した動物に BCG菌死の静注を行なうと血中抗体価には変動なく ｢遅ア｣ のみが一時的に脱感作され消
失する｡
また感作前に BCG死菌を静注投与することにより血中抗体の産生は異常なく ｢ツ｣ 反応のみが抑制せ
られることを認めた｡ 第2篇では抗原として粒子状としたOldTuberculin,BSAおよび BGGを用い,
第 1篇におけると同様に静注投与による脱感作および感作前投与による ｢遅ア｣ の抑制現象を証明した｡
以上本論文は免疫学に新知見を加えたものであり, 医学博士の学位論文として価値あるもの と認定 す
る｡
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